
  

小笠原村立母島小中学校 

 

教育目標 

 

母島を誇りに思い、共によりよい社会を築くことのできる人間を目指

し、自ら困難を乗り越え、思いやりをもって心豊かにたくましく生きる児

童・生徒の育成を図る。 

 

（ １ ） 意 欲 的 に 学 ぶ 児 童 ・ 生 徒 

（ ２ ） 自 ら き た え る 児 童 ・ 生 徒 

（ ３ ） 社 会 の た め に 尽 く す 児 童 ・ 生 徒 

 

      

 

      

児 童 ・ 生 徒 数 

児童数 ３３ 名 生徒数 １３ 名 （ 令 和 ４ 年 ４ 月 現 在 ） 

 

住所 〒100-2211 東 京 都 小 笠 原 村 母 島 字 元 地 

電話 04998-3-2181/2182    FAX 04998-3-2184 

HP  http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

 

HP http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

           

児 童 ・ 生 徒 数 

児童数 ２８ 名 生徒数 １３ 名 （ 令 和 ６ 年 ４ 月 現 在 ） 

 

住所 〒100-2211 東 京 都 小 笠 原 村 母 島 字 元 地 

電話 04998-3-2181/2182    FAX 04998-3-2184 

HP  http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 

 

HP http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/ 
住所 〒100-2211 東  京  都  小  笠  原  村  母  島 

字 元 地 

小
笠
原
村
立
母
島
小
中
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校 

校
歌 

作
詞
作
曲 

川
幡 

潤
子 

一
． 

空
に
は
ば
た
く 

鳥
の
よ
う
に 

海
に
き
ら
め
く 
波
の
よ
う
に 

自
由
に 

明
る
く 

た
く
ま
し
く
生
き
る 

赤
く
燃
え
て
る
夕
日
を 

高
く
そ
び
え
る
剣
先
を 

心
に
映
し 

い
つ
の
日
も 

と
も
に
生
き
ゆ
く 

心
豊
か
に 

わ
れ
ら
の
母
校 

母
島
小
中
学
校 

 

二
． 

空
に
輝
く 

光
の
よ
う
に 

海
に
さ
ざ
め
く 

波
の
よ
う
に 

自
由
に 

明
る
く 

た
く
ま
し
く
生
き
る 

青
く
の
び
ゆ
く
ヤ
シ
の
木
を 

は
る
か
広
が
る
海
原
を 

心
に
映
し 

い
つ
の
日
も 

と
も
に
生
き
ゆ
く 

心
豊
か
に 

わ
れ
ら
の
母
校 

母
島
小
中
学
校 

http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/
http://www.hahashouchu.ogasawara.ed.jp/


母
島
で
教
え
、
教
わ
る 

 
 

東
京
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー 

 

ト
ル
南
の
小
笠
原
諸
島
、
そ
こ
に
母
島 

は
あ
り
ま
す
。
竹
芝
桟
橋
か
ら
お 

が
さ
わ
ら
丸
で
父
島
へ
、
そ
こ
か
ら
は 

は
じ
ま
丸
に
乗
り
継
ぐ
二
航
海
。
母 

 
 

島
に
着
く
に
は
二
十
六
時
間
ほ
ど
の 

時
間
が
必
要
で
す
。
母
島
が
近
づ
く 

中
で
目
に
す
る
光
景
が
心
に
焼
き
つ 

き
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
る
こ
と 

で
し
ょ
う
。
ボ
ニ
ン
ブ
ル
ー
と
呼
ば
れ 

る
海
の
色
、
島
の
木
々
の
鮮
や
か
な 

色
合
い
が
作
り
出
す
景
色
。
母
島
で 

の
教
員
と
し
て
の
生
活
は
こ
の
環
境 

の
中
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

こ
こ
で
、
子
供
た
ち
と
か
か
わ
り
、 

日
々
の
生
活
を
送
る
中
で
大
切
な
も 

の
を
教
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま 

す
。
こ
こ
で
の
経
験
は
教
員
と
し
て
、 

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
る
は
ず
で
す
。 

 

令
和
六
年
度
赴
任
者
の
声 

 
 

 
 

母
島
な
ら
で
は
の
良
さ
、 

 
 

 

母
島
の
子
供
た
ち
の
印
象
は
？ 

 
 

 

仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ
る
時
は 

 
 

島
で
の
生
活
は
大
変
で
す
か
？ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ど
ん
な
時
で
す
か
？ 
 

 

素
直
に
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

住
め
ば
都
と
感
じ
ま
す
。
ふ
だ
ん 

り
組
む
印
象
で
す
。
学
校
行
事
で
は 

 
 

海
、
山
、
壮
大
な
自
然
の
中
で
仕
事 

 

使
っ
て
い
る
店
や
商
品
が
な
く
て
も
、 

学
年
や
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
全
員 

 

が
で
き
る
こ
と
に
良
さ
を
感
じ
ま
す
。 

 

一
か
月
も
す
れ
ば
無
い
こ
と
が
当
た 

で
参
加
す
る
姿
は
見
て
い
て
元
気
が 

 

こ
の
環
境
の
中
で
限
ら
れ
た
人
数
で
は 

 

り
前
に
感
じ
て
気
に
な
ら
な
く
な
り 

出
て
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
り
ま
す
が
、
地
域
の
方
や
他
教
科
、 

 

ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
十
分
に 

他
校
種
の
先
生
方
に
協
力
し
て
い
た
だ 

 

整
っ
て
い
る
の
で
、
不
便
さ
を
強
く 

島
全
体
で
子
供
を
受
け
入
れ
る
雰 

 

き
な
が
ら
行
事
や
授
業
に
取
り
組
む
児 

 

感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

囲
気
の
中
で
の
び
の
び
と
し
て
い
ま 

 

童
・
生
徒
の
姿
を
見
て
い
る
と
、
母
島 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
。
学
校
内
で
も
、
放
課
後
や
休
日 

 

で
の
仕
事
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
、
や 

 
 

朝
早
く
、
鳥
の
声
で
目
が
覚
め
る 

で
も
、
学
年
関
係
な
く
偶
然
居
合
わ 

 

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

生
活
が
と
て
も
新
鮮
で
す
。
健
康
的 

せ
た
仲
間
と
自
然
に
楽
し
む
姿
は
母 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

        

な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

島
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

教
員
数
は
少
な
い
の
で
、
一
人
一
人 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

の
役
割
は
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分 

元
気
い
っ
ぱ
い
に
挨
拶
し
て
く
れ 

 

や
り
が
い
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
小
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

る
明
る
い
子
供
た
ち
ば
か
り
で
す
。 

 

学
校
の
教
員
が
協
力
し
て
働
け
る
の
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
年
の
隔
た
り
な
く
み
ん
な
仲
が
良 

 

新
鮮
な
体
験
で
、
今
後
の
教
員
人
生
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

い
な
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

必
ず
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令和５年度 令和６年度小笠原村小中一貫教育研究推進指定校 

 （令和７年２月７日（金）研究発表会） 

☆基礎学力向上のための、少人数指導の工夫 

☆総合的な学習の時間を活用した小笠原学習 

     

－母島小中学校ではこんな先生方を求めています－ 

 ○母島小中学校が目指す教育を理解し、力を尽くしてくれる先生 

○情熱にあふれ、向上心があり、心身ともに健康な先生 

○子供たちはもとより、地域とのかかわりを大切にしてくれる先生 


